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2021 年度事業計画実施報告の外部評価を実施した結果、以下の通り報告します。 

 

【総評】 

 

同大学は、松原市内における唯一の大学として、松原市・松原商工会議所との包括連携協

定を締結しており、地域への参画を積極的に行っており、兼ねてより産官学連携を実践して

おられる。 

昨年度より中期ビジョンとして「社会環境の変化に対応する」ことを掲げている中、新型

コロナウイルス感染症の長引く影響を受け、計画通りに進捗しない面もあるように見受け

られるが、そのような状況下において、機敏かつ柔軟に対応することを心掛け、健全な学園

の運営を行ってこられたことは評価に値する。 

また、教育理念の一つとして、社会に求められる人材を送り出せるよう、個性豊かな人材

を育成し、様々な分野で活躍できる教育に取り組んでおられる点については、引き続き、継

続して注力して頂きたい。 

いずれにしても、同大学が学生を大切に運営していることが各評価項目からも窺える。詳

細については評価票の通りである。 

 

 

 

【各評価項目】 

各評価項目は別紙を参照 

 

 

以上 



2021年度事業計画実施報告 外部評価票 

評価者：松原商工会議所 

 

評価項目 2021年度事業計画（外部評価対象項目） 

Ａ－１ 

学生支援活動に向けた取組 

（１） 修学に関する支援・充実 

（２） 学生生活に関する支援・充実 

（３） 就職に関する支援・充実 

（４） 卒業生との連携 

（５） 保護者との連携 

評価点 

（5段階：

5 が最高

点、1が最

低点） 

５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・  １ 

評価概評 

 

 当該項目における取組では、同大学が学生を非常に大切にしていると思われる施

策が多く、在学中の個々の学生へのフォローはもちろんのこと、保護者や卒業生と

の連携を積極的に図るなど、学生を取り巻く環境において一体となった事業展開を

行っていると見受けられ、そのことが大学の発展に繋がっている。 

 特筆すべき事項としては、各学部・大学院で新入生オリエンテーション事業を実

施する際、コロナ禍の中においてオンライン形式を積極的に導入するなど工夫を凝

らし、学生同士が交流を図れる場を提供することで、早期に学生が大学に馴染み、

つまりは離学者の抑止にも寄与していることが窺える。 

 また、中堅・若手の職員が中心となり離学者対策プロジェクトを新たに立ち上げ

たこと、さらには学生を巻き込んで当該課題に取り組んだことは、非常に評価でき

るため、次年度以降も継続して実施して頂きたい。 

一方で、残念ながら１学部以外は目標達成に届いていないとの状況であるため、

離学率を 2.9％と定めた理由（全国的には、十分低い（離学者が少ない）率である

と思われる）とともに未達成の学部においてはフィードバックを実施し、改善に活

かすことを期待する。 

・各評価項目の取組みについて、取組みの状況、結果、課題等を客観的評価してください。 

・評価項目は5段階評価点と評価の概評を記載願います。  

 



2021年度事業計画実施報告 外部評価票 

評価者：松原商工会議所 

 

評価項目 2021年度事業計画（外部評価対象項目） 

Ａ－２ 

学生受入、広報活動の充実に向けた取組 

（１） アドミッション・ポリシーに基づく多様な入学試験の実施 

（２） 大学広報機能の充実 

評価点 

（5段階：

5 が最高

点、1が最

低点） 

５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・  １ 

評価概評 

 

 昨今のトレンドとして、企業・学校が求める人材（人物像）は多様化しており、

その傾向が企業であれば採用方法、学校であれば入試方法に顕著に表れている。そ

の点において、同大学では、入試方法を見直すことで、事業計画書に掲げている「受

験生が受験しやすく、保護者や高校教員にとっても分かり易い入試制度体系を構

築」し、主体性を持った学生の選考、また、受験機会の増幅により学生の受け入れ

体制の拡充とともに収益の確保にも寄与している点は、高く評価できる。 

 新型コロナウイルス感染症の影響が長引くことにより、留学生受入制度の充実を

図ることは困難であったが、一方で入学定員の充足に向けてオンラインの活用、保

護者向けパンフレットの作成など、国内での周知活動に注力されたことが数値結果

として表れている。 

 大学広報機能の充実においては、「大学のブランド構築」に重点を置いた取り組

みを実施されており、在学生・保護者・卒業生が誇りを持つことができるよう、様々

な角度から情報発信を行っておられるので、積極的に参画されている地域連携事業

などを含め、引き続き広報の充実を図って頂きたい。 

・各評価項目の取組みについて、取組みの状況、結果、課題等を客観的に評価してください。 

・評価項目は5段階評価点と評価の概評を記載願います。  

  



2021年度事業計画実施報告 外部評価票 

評価者：松原商工会議所 

 

評価項目 2021年度事業計画（外部評価対象項目） 

Ａ－３ 

学園運営の充実に向けた取組 

（１） 自己点検・評価活動の実質化 

（２） 大学運営体制の整備 

（３） 社会的要請の達成 

（４） 施設・環境の整備 

評価点 

（5段階：

5 が最高

点、1が最

低点） 

５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・  １ 

評価概評 

 

 当所は、同大学の外部評価を 2020 年度より実施しているが、年々、計画に対す

る実施報告ならびに自己評価において、達成状況を数値等とともに検証されている

ことが窺え、かつ、当初よりも判定が向上している点が評価できる。これは、つま

り、内部質保証システムが機能していること、改善に向けての検討がなされている

ことを示していると思われる。 

 また、同大学の教職員が一定の高い倫理観等を持ち合わせられるよう、積極的に

研修を実施されており、この点は継続して頂き、質の高い教育環境を維持されるこ

とを期待する。 

 上記に関しては、内部的・ソフト的なものと捉えるならば、施設・環境は外部的・

ハード的な要素である。学生にとって自主的に勉学に励むことができる環境を整え

ることは非常に大切なことであり、今後も魅力ある大学運営に取り組んで頂きた

い。 

・各評価項目の取組みについて、取組みの状況、結果、課題等を客観的に評価してください。 

・評価項目は5段階評価点と評価の概評を記載願います。  

 


